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　1．はじめに
　近年、核家族化、少子化の進行や地域の連帯
感の希薄化または世代間の交流の無さなどが指
摘されて久しい。こうした家庭を取り巻く社会
状況の中で、現代の子どもをもつ親たちは子育
てに関してさまざまな悩みを抱えている。例え
ば、仕事を持たない若い母親達の中には、昼間、
密着した母子関係の中、身近な所で育児やしつ
けについて相談できる者がいない。子どもを安
心して遊ばせる場所が少ないなどの事由によっ
て育児ストレスを増大させたりしている。
　その一方で、共働き家庭では、病院や保育制
度に関する的確な情報を得られない。自分に
合った子どもを預ける施設が分からないなどの
問題が生じている。
　こうした社会状況に対して、厚生省（現在の
厚生労働省）は安心して子どもを産み育てる社
会を目指して平成10年児童福祉法の改正や平
成12年にはエソゼルプラソに引き続き、新エソ
ゼルプラソの策定など、子育て中の親を支援す
るためのさまざまな対策が図られてきた。
　しかし、平成12年の合計特殊出生率が1．35
人と昨年と比べると若干の上昇は見られるもの
’の依然として低い数値を示しているなど、少子
化に歯止めがかけられていないことも事実であ
る。その理由として、例えば、新エソゼルブラ
ソの目標値に従って、現在多くの子育て支i援の
施策が実施されているが、実際にどのような
サービスや施設や保育制度などがあるのかにつ
いて地域に根ざした情報を、利用者が十分に周
知していなければ、その円滑な運用を期待する
ことはできないであろう。
　加えて、現在、少子化の進む中、各省の施策
のもと、各地域においてさまざまな子育て支援
のための施策が実施されている。しかし、それ
らの施策は、教育・福祉・保健の分野において、
個別の子育て支援施策として展開されていた
り、行政と民間の連携が不十分な関係にあった
りするケースもあるとの指摘もある。
　それらの問題を解決する為には現在の子育て
のニーズに合った、利用者一人一人に浸透する
ような利用者中心の子育て支援システムを構築
する必要があろう。
　現在、子育て支援の重要な拠点施設として、
保育所などに併設された、地域子育て支i援セソ
ター（以下セソターとする）が大きな役割を果
たしている。このセγターについては、従来よ
りさまざまな研究。調査が行われ、実際のセソ
ター職員による児童虐待のケース報告に関する
研究i）や地域子育て支援セソターにおける相談
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活動の実態を調べ、ネットワークづくりの課題
を考察した研究2）などがみられる。
　また、一盛らは、愛知県・岐阜県におけるセ
ソターなど35ヵ所を訪問調査、アソケート調査
し、詳細な調査報告3｝をしている。そこでは、調
査をもとにセンターの活動内容、関連機関との
連携、利用者の状況などについて調査、報告を
している。
　セソターは子育て支援システムを構想する上
では必要不可欠な機関である。そのため、セソ
ターとしての役割や活動内容を調査したり、他
機関とのネットワークや連携としてのあり方を
問うことも大切なことであると思われる。しか
し、それらの事柄が、社会的に円滑に機能して
いくためには、どのようなシステムが構築され、
運用されていけば、より子育てをする親にとっ
て有益で、効果的なものとなるのかを考察する
ことも重要な課題であると思われる。
　そこで、本研究においては子育て支援のため
のシステムの基本構想を練るための準備段階と
して、次の2点を把握することを目的とする。
①実際に子育て支援の拠点である地域子育て
　支援セソターの実施状況を調査し、その現状
　を把握すること
②その上でセソターを中心とする子育て支援
　システムについて、他の機関との連携面及び
　情報面からそのあり方を検討する。
　これらを通して今後の子育て支援システムの
あり方を探求し、子育て中の親と子のための適
切かつ効果的な支援の運用が展開できるよう考
察していきたい。
　II．調査方法
　1．対象及び期間
　調査対象とするセソターはN市内の地域子
育て支援セソター3ヵ所。対象者はセソターで
中心となる専任職員の方。面i接による調査期間
は平成13年1月である。
　2．手続き
　事前に調査を電話にて依頼。その後、セソター
の職員に対して面接による聞き取り調査を実施
する。加えて、研究老自身もセソターの開放時
間に来所し、センターでの親との交流を通して
その実態を把握する。
　3．調査内容
　調査の内容は、あらかじめ、セソターの職員
に紙面にてその内容を伝え、面接時に口頭で回
答してもらった。調査の概要はおよそ表1の通
りである。
　lll．調査結果
　1．地域子育て支援センターの実施状況
　1）センターの設立及び周辺の状況
　N市内には現在3ヵ所のセソターが設置さ
れている。A・Bセソターは私立保育所（乳児園
含む）、Cセソターは公立保育所に併設されてい
る。
　Cセソターは平成8年4月に市内で最初に私
立の保育所に併設して設立された。その後続い
て、私立のBセソターが平成9年4月に私立乳
児園に、公立のCセソターが公立の保育所に併
設して設立された。
　それぞれのセソタrはN市の東・西と中央部
に分かれて実施されている。周辺の状況はA・
Bセソターは住宅街・農村地帯であり、比較的
自然に恵まれている。市街地にあるCセソター
は住宅街・商店街の地域にあり、交通の便が良
い反面、駐車場不足などの問題を抱えている。
　2）センターの開所・閉所時間
　調査時におけるセソターの来所の開始時間
は、主に午前9時頃から開始され、12時頃まで
には終了している。Cセソターのみは、平日は午
前と午後の部に分かれて2回実施されている。
　セソターの来所による利用日は、当初は曜日
が限られていた所があったが、親のニーズの要
求の増大に連れて、開放する曜日を拡大して
いったようである。休館日は、およそ日曜日、
祝日、年末年始などであった。土曜においては、
午前中のみ開放している所や月に1、2回開放
している所などがみられた。
　3）センターのおよその利用状況
　各セソターにおける平成11年度の1年間の
利用状況は、自由開放での利用者数は、Aセソ
ターでは2，284人、Bセソターでは5，440人、
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表1面接用調査内容の概要（一部省略）
1．あなたの勤務されている子育て支援センター（以下センター）についてお聞きします。??????????????セソターができたのはいつですか？
セソターの設置の目的・主旨
あなたの勤務する園周辺の土地柄はどうですか。
セソターの開所・閉所時間・休館日
セソターの一日の流れ・週の流れ・月の流れ・年間計画
セソターではどのような子育て支援をされていますか。
セソターのおよその利用者数を教えて下さい（日週月年）
セソターの利用者数は多いと思いますか。
セソターの職員の方は何人おられますか。
問10現在の仕事に対して職員の人数はどう思いますか。
問11隣接の保育所で実施されているその他の保育事業を教えて下さい。
齢箔参；謡顯麟需鐸薯ミ斐垂鞭覆籠鵜鐘灘驚叢磯瓠
問14他の相談機関・病院・等との連携はとられていますか。
問15他の支援セソターとの連携はとられていますか。
問16市の児童福祉課からの具体的な指轟等はありますか。
II．あなたご自身のことについてお聞きします。
問17あなたの性別は
問18　あなたのご年齢は
問19　あなたの勤務する園は　　1．公立　　　2．私立
間20　あなたの園での立場をお聞かせ下さい。
問21あなたが保育所に勤めた経験は通算してどれだけになりますか。
醗幾綴認灘警脇縮書ぞ総医療に関連する）資格免許をもたれて嚇嶽下さ
問24撫職員になら腱由、きっかけe；何ですカ㌔
　　　あなたのおよその勤務時間と業務の一日の流れを教えて下さい。問251il難朧藷覆難灘ll騰慧縄離難麟憲糊評
III．相談・利用されるお母さん方のことについてお聞きします。
　　　よく利用されるお母さん方のお子さんの年齢はおよそいくつですか。問29問30利用者のお子さんの第一子の子が多いですか。
問31利用者の利用回数は？（同じ人が毎回使われるのか）
問32利用者のグループはもともとの友だち同士が多いのですか。
問33利用者がどのような内容を友だちと話しているのか？
問34利用者と職員の方とはどのように関わっておられますか。
IV．利用者があなたにご相談・お話される内容についてお聞きします。
問35利用者の方は日頃あなたにどのような事をお聞き（相談）されますか
li灘簾織ll糠錘難撫灘襯総蹴＿す
問39飯子育てをされるお母さん方と接する上’（’．　f・’気づきになられたことがあ胤たら何でも儲です
　　　のでお教え下さい。
Cセソターでは2，767人であった。面接・電話相
談は、それぞれ442人、525人、163人であった。
Bセソターでは多い時は、一日80組の利用者が
来る時もあるとのことである。どのセソターも
幼い子どもを抱える親たちに積極的に利用され
ていることが伺われる。
　また年齢別では、Cセソターを例にすると、平
成11年11月1日一一一’t平成12年12月28日の間
の来所者数は、0歳児516名、1歳児253名、
2歳児以上146名、合計915名であった。0、
1歳児を抱える親が来訪されるケースが多く、
またその中でも第一子が多いとのことである。
利用する回数は、毎週必ず訪れる親もいれば、
3ヵ月に1度という親もおりまちまちであっ
た。
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　4）センターの職員について
　各セソターの専任職員は副園長、主任などで
あり、保育経験も20年近くあるなど経験豊富な
者が勤めている。加えて、各セソターの設立当
初から勤めている者が大半であり、また設立前
後で何らかの子育て支援セソターの業務に携わ
るための研修を受けている。
　セソターの業務は保育士専門職として豊富な
保育経験に加えて、相談業務としての研修を必
要としていることが伺われた。
　5）センターの日・週・月の流れ
　セソターの一日の流れは特別な行事や催し等
がなければ「来所」そして「遊び・談話」、最後
は「片づけ」、「お帰り」などの順で一日が過ぎ
ていく。週の流れは、まちまちで、Aセソター
では、平日はどの地区、どの年齢であっても曜
日を問わず受け入れている。また、土曜日は「パ
パ遊ぼう」としてお父さんの参加を呼びかけて
いる。
　一方、Bセソターにおいては、月・火・木・
金曜日ごとに来所する親子の住んでいる地区別
に4分割して開放している。地区別に分けるこ
とによって、人数が平均化し、また近所の人達
と仲良くなれるといったメリットがある。その
反面、いろいろな年齢の子ども達が訪れるため、
予定している遊びやゲーム等がしにくなどの場
合もある。また、水曜日には保健婦や看護婦な
どによる発育相談や健康相談などの他、講習会
や親子で一緒にする催しなど定期的に行事等を
行っている。
　また、Cセソターでは、月・木曜日は0、1歳
児を、火・金曜日は2歳以上の子どもを持つ親
を対象にセンターを開放している。水曜日は、
お楽しみテーマ日として年齢に関係なく催し物
を実施している。また土曜日は父親参加の日と
している。
　月の流れは、月別に活動目標を定めるなどし
ており、各セソターともに季節に応じた行事等
を展開している。
　6）センターの事業内容
各セソターの主たる活動内容はほぼ同じであ
りCセソターを例にすると以下の通りである。
①地域の子育てへの支援
　・電話、Faxまたは来所による育児相談の対
　　応　　　　　　　　’
　・他の子育て施設等に関する情報の提供
　・保健婦等による子どもの発育相談
　・親同士の情報交換や仲間づくりの揚の提供
　・育児や医療に関する育児講座等の開催
　・親子の遊びの指導や絵本の読み聞かせ等
　・親同士による育児サークルの育成・支援
②子育て相談への指導・支援
　・育児相談に対する指導・支i援
　・相談に関わる情報交換や研修会の開催
　・市民や各園・施設に対する子育て支援に関
　　わる情報の提供
　・相談内容の分析・検討
　以上の様な業務の他にも、実際には個々のセ
ソターによって特色ある子育て支i援が実施され
ている。Aセソターでは、わらべ唄や絵本の読
み聞かせなどに力を入れていたり、Bセソター
では親子リトミックや妊婦さんの一日体験を実
施したり、Cセソターではミニコソサートを実
施したりしている。それぞれが職員のアイディ
アで工夫を凝らして特色を出している。
　ところで、上記の事業内容にあるサークル活
動の育成・支援について、あるセソターでは積
極的にサークル作りをすることは勧めていない
とのことであった。その理由について、セソター
に来所する親の中には、人と深く関わりたくな
い。気軽に利用したい。気軽に来られる場所が
欲しいなどの意見を持つ親がいるためとのこと
であった。セソターに来所する者の多くが、多
くの時間を一人きりで子どもを育てることに対
する不安を、似た状況の人達と話をすることで
解消しようとする意図があるものと思われる。
似たような内容の意見は他のセソターでも伺わ
れた。今の若い世代の人つき合いが苦手な親が
多い世相を反映していると思われる。このこと
は今後のセソターのあり方を考える上で、重要
な課題と言えよう。
　7）センターの職員として必要なもの
　セソターの職員として必要なものは何かとの
質問に対して、ある職員は「保育に関する知識・
技術、穏やかな心、話を聴く姿勢、そして生活
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に対するセソス」との回答を得た。生活に対す
るセソスとは、たとえば、環境設定を細部まで
配慮することなどである。保育所は本来、子ど
も向きに配慮されているが、セソターは、緑や
花を多くしたり、清潔にしておくなど親向きに
配慮する必要がある。最近の親は、生活の不安
定な者もみられ、セソターの環境を見て「いい
なあ」と見習うよう配慮することも大切だと思
う。親の模範になるような環境設定も必要であ
るとの意見であった。
　また、「人間としての広さ」、つまり、いろい
ろな親を受け入れる心の広さが必要との意見も
あった。その他に、「初めて来た人がすんなりと
入れる雰囲気づくり、どなたでも遊べる場づく
り、お母さん（親）が変われる人づくり」との
意見もあった。特に最初の来訪者には随分気を
遣う必要があるとのこと。こちらから話かける
と嫌がり、また何も話しかけないと輪に入れな
いなどの場合もある。機会をみつけて少しずつ
話かけたりするように配慮しているとのことで
あった。
　8）センターの職員に必要な資格・免許
　セソターの職員として、保育士の資格の他に
どのような資格・免許を持っていると良いかと
の問いに対して、「資格をたくさん持って一人で
抱え込むより、他の専門職の人達と連携を持ち、
いろいろな意見を聞きながらの対応が望まし
い」との意見があった。子育て相談に携わる保
育士の役割として、親へのカウソセリソグのよ
うな心理的なケアもさることながら、人材や情
報を含めた社会資源の適切な運用と活用を行う
ケースワーク的な役割の重要性も示唆される意
見である。
　その他、看護婦、栄養士、保健婦などの資格
がセソターの職員として有効ではないかとの意
見もみられた。
　9）センターでの親同士の関わり
　セソターにおける親同土の関わりの様子は、
同じ年齢の子どもを持つ親同士が同じような悩
みについて子どもと共に遊びながら子育ての情
報交換をしたりして、「うちの子と同じだ」と安
心感を得たりしている。このように、セソター
での主な役割の一つは、親同士の情報交換であ
り、セソター内で、自分自身の子どもの育ちや
育児方法を再確認したり、育児に関する様々な
情報を得る場の提供であるといえよう。
　Aセソターでは、セソターを利用することに
よって親同士で友達を作り、やがて3ヵ月程す
ると外で一緒に遊ぶことができるようになり、
来所しなくなる。そのような関係が望ましい。
という意見もみられた。また、親子の関わりも
大切にしたいとのことで、Bセソターでは、セ
ンターに来た時は、親のひざに抱っこして絵本
．を読んだりなど子どもとスキソシップをもち、
親子での時間をゆったりと過ごしてもらいたい
との意見もみられた。
　親同士の関わり合いについては、最近、「公園
デビュー」といった言葉が聞かれるなど人間関
係の難しさが指摘されている。しかし、セソター
においては、セソターの職員が初めて来所する
親のケアや仲の良いグループ同士で固まらない
ような配慮など、周囲の人達とスムーズに関わ
りが持てるように十分配慮されており、また保
育の専門職員が常時いることが、来所する親へ
の安心感となると思われた。
　10）親から職員に対する相談の内容
職員への相談内容については、①基本的生活．
習慣　②発育・発達相談　③医学的問題　④育
児環境　⑤育児方法（しつけ）　⑥幼稚園・保
育園についてなどに分類される。
　具体的な相談の内容はさまざまであり、年齢
や季節、地域で異なっている。例えば、年齢別
では、0、1歳児では睡眠・授乳・離乳食・食
事・排泄などの基本的生活習慣。2、3歳児は
社会性、性格、くせなどの発育・発達相談など
が主たる相談になっている。また、季節別では、
入園の秋口になると入園情報が必要になり、冬
は風邪など流行病の相談などが主となってく
る。
　全体としては、何気ないことが多く、専門的・
医学的なものは多くはない。病気など保育以外
のことは、病院や保健所の保健婦などに相談し
ているようである。
　相談する人の多くは、雑誌や本、テレビなど
によって育児情報を知識としては持っている
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が、漠然とした不安を抱えている親が多い。セ
ソターでは、職員と話をして自分の育児方法を
確認してもらい、安心したり、友達同士で情報
交換をして安心感を得ているようである。この
ことは、情報提供の場としてのセソターの役割
を改めて示唆していると言える。同じ情報で
あっても、どのような情報がどのような状況で
子育て中の親に伝えられるのが一番、必要とさ
れ、また安心できるのか検討する必要があろう。
　また相談に対する姿勢は、いろいろみられ、
Cセソターは、他機関との連携を大切にして、自
分の専門外のことについては、すぐには回答し
ないで、他の機関の専門家に相談して折り返し
返事をするか、他の機関を紹介したりすること
をしているとのことであった。一方、Aセソ
ターでは、専門外だから答えられないのではな
く、自分たちなりの答えを出すように努力して
いる。知らないからとたらい回しにしないよう
配慮している。病気など医学的なことについて
は安易に答えないようにしているが、相手（親）
は、一生懸命に聞いてくれたというだけでも安
心するという考えである。
　どの意見も、現場での経験を通して身につけ
られた姿勢であり、それぞれのセソターがその
立場、状況を生かしながら独自に工夫をしなが
ら取り組んでいることが伺われた。
　2．センターを中心とする子育て支援シkテ
　　ムのあり方
　1）他の機関・センターとの連携について
　他の機関・セソターとの連携については、A
セソターでは、近くの小児科や保健セソターの
保健婦などとの連携を行っている。また、民間
のボラソティアなどとの連携したりもしている
とのこと。Bセソターでも嘱託医の小児科の先
生と頻繁に連絡を取り合ったり、保健婦に来所
してもらう一方、市民病院や子ども相談セソ
ターから紹介された軽い障害を抱えた子どもを
持つ親が来所することも多いという。一方、公
立のCセソターでは、相談業務を中心として、
行政機関である市の児童福祉課、児童セソター、
保健セソター、児童相談所などとの連i携を積極
的に行っている。
　また、併設の保育所とセソターとの関係では、
公立のCセソターは、併設された保育所とは直
接の関係は無いのに比べて、私立のA、Bセソ
ターでは専任もセソターの業務を主としながら
も併設の保育所を補佐している。また、その一
方で、保育所の側からもセソターに人手が足り
ない時に手伝ってもらったり、親を対象とした
講座を開いた際に、子どもを乳児園や保育所で
一時預かってもらったりといった連携を行って
いる。
　他機関・併設の園との連携については、公私
の差があるようであり、公立のセソターは、公
的機関を積極的に活用しており、私立のセソ
ターは、民間の機関を中心に地道な活動を展開
していやタうである。．
　今後は、これら他機関などが公私の区別なく
積極的に活用されるような子育ての連携システ
ムを構築する必要があろう。
　2）子育て支援システムのあり方
　各セソターにおける聞き取り調査を踏まえ、
セソターを中心とする他の諸機関・民間・人・
物との関係を子育て支援システムの観点から図
式化すると図1の構造が考えられた。
　図1の上の部分は公的機関や民間団体や施設
などについて、子育て支援支援セソターとの連
携システムの面で推測される構図である。ここ
での重要なサポート機関は小児科（医師）と保
健セソター（保健婦）である。医師は主に病気
や障害に関する相談業務で連携し、保健婦は実
際にセソターに出向き健康相談を行うなどの役
割を果たしている。その他の公的機関は相談援
助や講習会など、独自の役割を担っている。一
方、民間団体や施設などは、様々なボラソティ
ア活動を展開したり、遊びや製作の講師などが
各月で定められた催し、行事等に招かれたりし
て関与している。
　これらの連携面に関する子育て支援システム
が円滑に運用するための要因として、
①子育て支援のための多機能型ネットワーク
　の策定
②ネットワークが円滑に機能するため、相互
　間の頻繁な情報交換をする
③連携システムが母親のニーズに合っている
　かどうか適宜再評価し、見直しする
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情報システム面（下部）
センターを中心とする子育て支援システム図1
くは、同じ境遇にある友だちを通して解消する
ことが多いという。また、実家の母親はその豪
くが育児の先輩として最も気軽に話せ、心の支
えになる存在である。しかし、転勲・結婚など
により自分の親や友入が遠方にいるような壌
などが挙げられる。
　また、図1の下部は情報システム面として、
主に子育て情報を得るための親へ直接関与する
人・物・メディアである。子育てに関する悩み
は大半が些細なものである。こうした悩みの多
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合、センターを通しての人との交流が大切にな
るものと思われる。その他の存在としては情報
源としての子育て雑誌や育児書などがある。こ
うした情報は、親に多くの情報を与える一方、
近年情報の氾濫によって逆に育児不安を招く危
険性をもっている。
　また、イソターネットの利用による子育て情
報についてはセソターの職員の間では見解が分
かれた。あるセソターでは、今後若い世代には
広まるかもしれないが、電話代などお金がかか
るため（広まるかは）疑問である。別のセソター
では、学校の先生の多い地区なためか、イソター
ネットやE・mai1をよく利用している。パソコ
ソを通じて親同士が仲良くなっている。との意
見であった。また、イγターネットを利用しな
いのは、単にホー一…ムページが、子育て中の親に
とって、興味のある、おもしろい内容では無い
ためであり、今後、興味のあるページが増えれ
ば見るようになるのではないかとの指摘もみら
れた。子育て中の親が、どの程度子育て情報と
してイソターネットを利用しているのかは不明
であるが将来的には普及していくのではないか
と推測される。
　これら情報面に関する子育て支援システムが
有効に利用されるための要因として、
①同じ子どもを持つ親同士の交流の機会を積
　極的につくる
②子育て情報として地域の新聞や情報誌など
　を積極的に活用する
③子育てにおいてその時々にあったTV番
　組や情報誌を提供する
④イソターネットの普及に伴い、ホームペー
　ジ等による情報の提供や人との交流も検討す
　る
などが挙げられる。
IV．今後の課題
以上、地域子育て支援センターの現状を、面
接調査などで追いながら、筆者なりの子育て支
援システムのあり方について構想化してみた。
セソターから捉えた子育て支援に必要なシステ
ムとしては、連携システム、情報システムの他
にも、セソター職員の研修もしくは養成システ
ムが挙げられる。また、セソターを利用する親
同士の連携システムや、子育てサークルなどの
・団体間の相互の連携システムなどさまざまな面
が考えられよう。
　今後はこうした子育て支援システムのあり方
をセソターのみでなく子育てをする親を中心と
して多方面から検討し、かつそれが実際に有効
に機能するための実践的なあり方を検討してい
きたい。
引用文献
1）坂鏡子・二宮直樹　地域子育て支援セソ
　　ターにおける支援の現状と課題②一他機関
　　との連携による児童虐待ケースへの対応か
　　ら一日本保育学会第51回大会研究論文集
　東京学芸大学p2401998年
2）白石淑江・山本理恵　子育てネットワーク
　づくりに関する研究（4）一保育所における
　　サークル支援一　日本保育学会第51回大
　会研究論文集　東京学芸大学　p4901998
　年
3）一盛久子他　愛知県・岐阜県における地域
　子育て支援セソター事業の実態について
　保育士養成研究第17号　社団法人全国保
　育士養成協議会p63－761999年
参考文献
1）山本真実　発達第84号　三鷹市における
　乳幼児期の子育て支i援ネットワークの資源
　　ミネヴァ書房2000年
一44一
